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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第67期
第１四半期
連結累計期間

第68期
第１四半期
連結累計期間

第67期

会計期間

自　平成26年
　　４月１日
至　平成26年
　　６月30日

自　平成27年
　　４月１日
至　平成27年
　　６月30日

自　平成26年
　　４月１日
至　平成27年
　　３月31日

売上高 (百万円) 25,124 29,386 105,454

経常利益 (百万円) 5,029 6,268 20,619

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,438 5,091 14,053

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 3,581 5,153 14,517

純資産額 (百万円) 103,119 115,930 112,398

総資産額 (百万円) 147,698 179,073 166,179

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 93.58 138.38 382.26

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 93.48 138.24 381.85

自己資本比率 (％) 69.8 64.7 67.6
 

(注) １．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及びその子会社（以下、当社グループという）が営む事業の内容に重要

な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）におけるわが国経済は、政府・日銀による

景気対策を受けた企業収益の持続的拡大、消費税増税影響の一巡等を背景に、景気は緩やかな回復基調を見せまし

た。

ジェネリック医薬品業界におきましては、平成26年４月に実施された調剤薬局における「後発医薬品調剤体制加

算の見直し」、ＤＰＣ病院における「後発医薬品指数の新設」等の政府によるジェネリック医薬品の使用促進策の

効果により、引き続きジェネリック医薬品の需要拡大が続きました。さらに、６月末に閣議決定された「経済財政

運営と改革の基本方針2015（以下、骨太の方針2015）」において、ジェネリック医薬品の数量シェア目標として、

「平成29年央に70％以上とするとともに平成30年度から32年度末までの間のなるべく早い時期に80％以上とする」

が掲げられたことから、この目標を達成するため、今後、ジェネリック医薬品業界全体として、大幅な生産能力の

増強に取り組んでいくことが求められることになりました。

このような状況において、当社グループは、「なによりも患者さんのために」の企業理念のもと、平成30年３月

期を最終年度とする３ヵ年の新たな中期経営計画「Ｍ１ ＴＲＵＳＴ ２０１８」を策定し、５月に公表しました。

この３年間を「2021年３月期に売上高2,000億円達成を目指す」という中長期ビジョンの達成に向け、当社が「飛

躍的成長を実現」するための基盤を構築する期間として位置付けております。

生産・供給体制面においては、４月に、田辺三菱製薬株式会社から子会社の鹿島工場を譲り受け、稼働を開始し

ました。今後、追加の設備投資を行うことで年間30億錠の生産能力の増強を早期に実現していく予定です。また、

５月には、包装能力増強のために新しく三田西工場（９月着工、平成29年１月出荷開始予定）を建設することを決

定しました。今後ますます拡大するジェネリック医薬品需要に対して、当社は、着々と安定供給体制の強化に取り

組んでいます。

製品開発・販売面においては、６月に、先発品に規格が無い抗血小板剤『クロピドグレル錠50mg「サワイ」』を

含む５成分10品目の新製品を発売しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は29,386百万円（前年同期比17.0％増）、

営業利益が6,352百万円（前年同期比26.4％増）、経常利益が6,268百万円（前年同期比24.6％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益が5,091百万円（前年同期比48.1％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

資産につきましては、当第１四半期連結会計期間末における流動資産は112,399百万円となり、前連結会計年度

末に比べ8,125百万円増加いたしました。これは主に、たな卸資産が5,657百万円、電子記録債権が1,483百万円増

加したことによるものであります。固定資産は66,673百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,768百万円増加い

たしました。これは主に、土地が1,651百万円、リース資産が1,453百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、179,073百万円となり、前連結会計年度末に比べ12,894百万円増加いたしました。

 
負債につきましては、当第１四半期連結会計期間末における流動負債は40,476百万円となり、前連結会計年度末

に比べ1,732百万円減少いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金が1,671百万円、短期借入金が1,350百万

円増加したことと、未払金が2,919百万円、未払法人税等が1,669百万円減少したことによるものであります。固定

負債は22,667百万円となり、前連結会計年度末に比べ11,095百万円増加いたしました。これは主に、10,000百万円

の社債発行によるものであります。

この結果、負債合計は、63,143百万円となり、前連結会計年度末に比べ9,362百万円増加いたしました。

 
純資産につきましては、当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は115,930百万円となり、前連結会計

年度末に比べ3,531百万円増加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上5,091百万

円、剰余金の配当2,023百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は64.7％（前連結会計年度末は67.6％）となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は

下記のとおりとなっております。

　

　①　基本方針

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価

値ひいては株主共同の利益を継続的に確保、向上していくことを可能とするものである必要があると考えてい

ます。

当社は、昭和23年の設立以来、「なによりも患者さんのために」という企業理念に基づく医薬品事業を推進

し、健康生活を願う国民の皆様の期待に応えるため、経済性に優れた高品質の医薬品の製造販売を続けること

により、ジェネリック医薬品メーカーとしての社会的責任を果たしてまいりました。当社の企業価値の源泉

は、ジェネリック医薬品メーカーにとって最も重要とされる３つの要素「品質」、「安定供給」、「情報提

供」において、他の追随を許さないレベルを維持する経営ノウハウであると考えており、医療機関・流通各社

からも最高レベルの定評をいただき、毎年多品目の新製品を上市し販売しております。

当社は、当社株式の大規模買付等であっても、当社の企業価値・株主共同の利益に資するものであれば、こ

れを一概に否定するものではありません。また、株式会社の支配権の移転を伴う買収提案についての判断は、

最終的には株主全体の意思に基づき行なわれるべきものと考えております。

しかしながら、株式の大規模買付等の中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益に対する明白

な侵害をもたらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が

株式の大規模買付等の行為について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間

や情報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買収者との交

渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資するものとは認められないものも少なくあ

りません。当社株式の買付を行う者が上記の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上させ

られるのでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

当社としては、当社株式の大規模買付等を行おうとする者が現れた場合には、当該大規模買付者に対して積

極的に情報提供を求め、当社取締役会の意見及び理由をすみやかに開示し、株主の皆様が適切に判断できるよ

う努めるとともに、必要に応じて会社法その他関係法令の許容する範囲内において適切な措置を講じてまいり

ます。

　

　②　基本方針実現のための取組み

当社は、上記の基本方針実現のために、次の３点に取り組んでまいります。

a.中期経営計画並びに中長期ビジョンの達成

平成27年度から始まる３年間の中期経営計画として策定した中期経営計画「Ｍ１ ＴＲＵＳＴ ２０１８」

並びに、中長期ビジョンである「2021年３月期に売上高2,000億円達成」を目指し、掲げた諸施策を確実に

実施することで企業価値の向上を図ります。

中期経営計画「Ｍ１　ＴＲＵＳＴ　２０１８」では以下の３つを基本方針としております。

 Ａ. ジェネリック市場におけるNo.1シェアの堅持

 Ｂ. 市場の環境変化に対応した安定供給能力とコスト管理能力の強化

 Ｃ. 更なる成長に向けた新規領域の事業基盤の構築

b.コーポレート・ガバナンス体制のさらなる強化

経営の意思決定機能と業務執行機能を分離し、意思決定の迅速化・効率化を図るため、執行役員制度を導

入しております。更なる内部統制の整備強化を進め、企業価値の着実な向上に努めます。

c.株主還元

将来の企業価値向上に資する研究開発や設備投資など新たな成長につながる投資と株主還元のバランスに

配慮するとともに、毎期の連結業績、配当性向、その他の株主還元策等を総合的に勘案しながら、配当性向

30％を目処に、安定的かつ継続的な配当を行うことを株主還元の基本とし、株主共同の利益の継続的確保・

向上を図ります。
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(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の当社グループにおける研究開発費の総額は1,540百万円であります。

 
(5) 従業員数　

　①　連結会社の状況

当社グループは、平成27年４月１日付で田辺三菱製薬工場株式会社の鹿島工場に係る医薬品製造事業を吸収

分割により承継いたしました。これに伴い、当第１四半期連結累計期間において従業員数が244名増加（前連

結会計年度末比19.7％増）し、1,483名となっております。

 
　②　提出会社の状況

当社は、①に記載の理由に伴い、当第１四半期累計期間において従業員数が243名増加（前事業年度末比

20.3％増）し、1,442名となっております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 77,600,000

計 77,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 38,144,988 38,165,988
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は、
100株であります。

計 38,144,988 38,165,988 ― ―
 

(注）　提出日現在発行数には、平成27年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

   該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

7,400 38,144,988 10 27,135 10 27,459
 

（注）１．新株予約権の行使によるものであります。

２．平成27年７月１日から平成27年７月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が21,000

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ31百万円増加しております。

 

(6) 【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成27年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式(自己保有)

― ─
1,299,500

完全議決権株式(その他)
普通株式

368,282 ─
36,828,200

単元未満株式
普通株式

―
一単元（100株）
未満の株式9,888

発行済株式総数 38,137,588 ― ―

総株主の議決権 ― 368,282 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が39株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
沢井製薬株式会社

大阪市淀川区宮原
五丁目２番30号

1,299,500 ─ 1,299,500 3.40

計 ― 1,299,500 ─ 1,299,500 3.40
 

(注)　当事業年度末における上記自己名義所有株式数には、持株会信託（従業員持株会信託型ＥＳＯＰ）所有当社株

式数（54,300株）を含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 22,603 23,309

  受取手形及び売掛金 32,576 32,915

  電子記録債権 1,542 3,026

  商品及び製品 24,067 24,197

  仕掛品 9,117 11,915

  原材料及び貯蔵品 11,479 14,208

  繰延税金資産 2,408 1,856

  その他 492 984

  貸倒引当金 △12 △13

  流動資産合計 104,274 112,399

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 23,478 24,213

   機械装置及び運搬具（純額） 17,554 17,360

   土地 7,631 9,282

   リース資産（純額） 41 1,494

   建設仮勘定 3,999 4,975

   その他（純額） 1,995 2,117

   有形固定資産合計 54,700 59,445

  無形固定資産 2,116 1,965

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,687 4,847

   長期前払費用 84 102

   その他 341 338

   貸倒引当金 △25 △25

   投資その他の資産合計 5,088 5,262

  固定資産合計 61,905 66,673

 資産合計 166,179 179,073
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 17,054 18,726

  短期借入金 2,546 3,897

  リース債務 17 267

  未払金 15,157 12,237

  未払法人税等 3,222 1,553

  賞与引当金 1,456 721

  役員賞与引当金 58 22

  返品調整引当金 68 65

  売上割戻引当金 1,904 1,842

  その他 722 1,143

  流動負債合計 42,208 40,476

 固定負債   

  社債 － 10,000

  長期借入金 8,630 8,106

  リース債務 27 1,210

  繰延税金負債 363 668

  退職給付に係る負債 45 39

  長期預り金 1,969 2,106

  その他 535 535

  固定負債合計 11,571 22,667

 負債合計 53,780 63,143

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 27,124 27,135

  資本剰余金 27,596 27,767

  利益剰余金 62,868 65,937

  自己株式 △6,229 △6,006

  株主資本合計 111,359 114,834

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 951 1,013

  その他の包括利益累計額合計 951 1,013

 新株予約権 87 82

 純資産合計 112,398 115,930

負債純資産合計 166,179 179,073
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 25,124 29,386

売上原価 14,053 16,590

売上総利益 11,071 12,796

販売費及び一般管理費 6,045 6,444

営業利益 5,025 6,352

営業外収益   

 受取配当金 45 47

 受取補償金 7 6

 その他 9 7

 営業外収益合計 62 61

営業外費用   

 支払利息 37 62

 社債利息 － 3

 社債発行費 － 53

 売上債権売却損 13 14

 その他 6 11

 営業外費用合計 57 144

経常利益 5,029 6,268

特別利益   

 負ののれん発生益 － 841

 特別利益合計 － 841

特別損失   

 固定資産除却損 6 18

 特別損失合計 6 18

税金等調整前四半期純利益 5,023 7,091

法人税、住民税及び事業税 1,075 1,459

法人税等調整額 509 540

法人税等合計 1,584 1,999

四半期純利益 3,438 5,091

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,438 5,091
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 3,438 5,091

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 143 61

 その他の包括利益合計 143 61

四半期包括利益 3,581 5,153

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,581 5,153
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【注記事項】

　(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用

として計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

この変更による、期首の利益剰余金、資本剰余金及び損益に与える影響はありません。

　

　(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであり

ます。

 

前第１四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日　

　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成27年４月１日

　至　平成27年６月30日)

減価償却費 1,336百万円 1,653百万円

   
 

　(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,836 50 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、持株会信託（従業員持株会信託型ＥＳＯＰ）に対する配当金４百万円を含めておりませ

ん。これは持株会信託が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式と認識しているためであ

ります。

　

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末

後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 2,023 55 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、持株会信託（従業員持株会信託型ＥＳＯＰ）に対する配当金３百万円を含めておりませ

ん。これは持株会信託が所有する当社株式を四半期連結財務諸表において自己株式と認識しているためであ

ります。

　

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末

後となるもの

　　　該当事項はありません。
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　（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　前第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

当社及び連結子会社の行う事業は、製品の種類、性質、製造方法及び市場等の類似性を考慮した結果、医療

用医薬品の製造及び販売を行う製薬事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

　　当第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

当社及び連結子会社の行う事業は、製品の種類、性質、製造方法及び市場等の類似性を考慮した結果、医療

用医薬品の製造及び販売を行う製薬事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

沢井製薬株式会社(E00976)

四半期報告書

15/19



 

　(企業結合等関係)

（取得による企業結合）

当社は、平成26年11月28日に締結した吸収分割契約に基づき、平成27年４月１日付で田辺三菱製薬工場株式会社の

鹿島工場における医薬品製造事業を承継いたしました。なお、被取得企業は田辺三菱製薬工場株式会社ですが、当該

企業結合に付随して田辺三菱製薬株式会社及び三菱化学株式会社との間でそれぞれ資産譲渡契約等を締結しておりま

す。

（１）企業結合の概要

①被取得企業の名称及び事業の内容

相手先企業の名称     田辺三菱製薬工場株式会社

事業の内容           田辺三菱製薬工場株式会社の鹿島工場に係る医薬品製造事業

②企業結合を行った主な理由

当社は、平成24年５月に公表しました中期経営計画「Ｍ１　ＴＲＵＳＴ　２０１５」において、「生産能力増強

による高品質な製品の安定供給体制強化」を掲げ、千葉県茂原市の関東工場に新製剤工場を建設し、年間100億錠

の生産体制の早期構築を進めておりますが、 平成25年４月に厚生労働省から公表された「後発医薬品のさらなる

使用促進のためのロードマップ」において、平成30年３月末までにジェネリック医薬品の数量シェア60％以上に

するという目標が掲げられたことから、ジェネリック医薬品の今後一層の需要増加が見込まれます。そこで、当

社は、生産能力の増強を前倒しで実施して対応する必要があると判断したため、田辺三菱製薬株式会社と協議

し、固形製剤と注射剤に高い技術力と生産能力を有する田辺三菱製薬工場株式会社の鹿島工場を譲り受けること

によって、さらなる安定供給力の向上を図ることにいたしました。また、工場の譲り受けに合わせ、鹿島工場の

高い技術力と高度な品質管理水準を持つ従業員を受け継ぐことで、増産に必要な人材の確保も図ります。

③企業結合日

平成27年４月１日

④企業結合の法的形式

田辺三菱製薬工場株式会社を吸収分割会社とし、当社を吸収分割承継会社とする吸収分割であります。

⑤結合後企業の名称

沢井製薬株式会社

⑥取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が、現金を対価として田辺三菱製薬工場株式会社の鹿島工場における医薬品製造事業を承継したことによる

ものであります。

（２）取得した事業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 5,181百万円

 リース債務 1,521百万円

 未払金 125百万円

取得原価  6,828百万円
 

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用                        18百万円

（４）負ののれん発生益の金額及び発生原因

①負ののれん発生益の金額                 841百万円

②発生原因

取得した資産及び引き受けた負債の純額と取得原価との差額により、発生したものであります。

（５）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 2,905 百万円

固定資産 5,072 百万円

資産合計 7,977 百万円

固定負債 307 百万円

負債合計 307 百万円
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　（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定

上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 93円58銭 138円38銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 3,438 5,091

　普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益金額（百万円）

3,438 5,091

　普通株式の期中平均株式数（千株） 36,746 36,796

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 93円48銭 138円24銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） ― ―

　 普通株式増加数(千株) 37 37

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間81

千株、当第１四半期連結累計期間43千株であります。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月７日

沢井製薬株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   原 田 大 輔       印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松 本     学       印

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている沢井製薬株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、沢井製薬株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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